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申込み
お問合せ

0569-89-7127
ine.seimi. jp@gmail .com

村
上
信
夫

俳画／イネ・セイミ
■村上信夫プロフィ−ル
2001年から11年に渡り、『ラジオビタ
ミン』や『鎌田實いのちの対話』など、
NHKラジオの「声」として活躍。
現在は、全国を回り「嬉しい言葉の種
まき」をしながら、文化放送『日曜はが
んばらない』（毎週日曜10:00〜）、月
刊『清流』連載対談〜ときめきトークな
どで、新たな境地を開いている。各地で
『ことば磨き塾』主宰。
1953年、京都生まれ。
元NHKエグゼクティブアナウンサー。
これまで、『おはよう日本』『ニュース7』
『育児カレンダー』などを担当。
著書に『嬉しいことばの種まき』『ことば
のビタミン』（近代文藝社）『ラジオが好
き!』（海竜社）など。趣味、将棋（二段）。
http://murakaminobuo.com

好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。

俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の

（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師
事
。

俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元

（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師
事
。

俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少

女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ
し

い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。

個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

俳
画
教
室 

月
二
回　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

イ
ン
デ
ィ
ア
ン

フ
ル
ー
ト
教
室

開
講
し
て
い
ま
す
。

誰
で
も
簡
単
に
音
が
出

せ
る
楽
器
で
す
。

あ
な
た
も
今
日
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン。

受
講
生
募
集
�

講師  イネ・セイミ
《日本インディアンフルートサークル協会ディレクター》

ネイティブアメリカンのスピリットが感じられる
インディアンフルート,その音色はやさしく心に響きます。

1レッスン・30分4,000円　会場・半田市桐ヶ丘

会　 場   マツイシ楽器店
　　　　ミュージックガーデン武豊
時 　 間　隔週木曜日（月 2 回）
　　　 　10：00 〜 11：00
形　  態　グループ
会　  費　1ヶ月8,802円（入会金）5,400 円

詳しくはマツイシ楽器店本社　教室係まで
フリーダイヤル：0120-37-5576

234

苦
手
を
作
り
た
く
な
い

〜
女　

優　

若
村
麻
由
美
さ
ん
〜　

金
子
み
す
ゞ
が
縁
結
び

２
０
０
２
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
楽
屋
に

若
村
麻
由
美
さ
ん
を
訪
ね
、
大
正
時
代

の
童
謡
詩
人
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
を

５
１
２
編
す
べ
て
朗
読
し
て
く
だ
さ
い

と
、
直
談
判
を
し
た
。

若
村
さ
ん
は
、
そ
の
時
、
断
っ
た
つ

も
り
だ
っ
た
そ
う
だ
。「
朗
読
に
興
味

は
あ
っ
た
け
ど
、
童
謡
詩
は
子
ど
も
に

も
わ
か
る
言
葉
で
描
か
れ
た
世
界
観
を

声
に
出
し
て
読
む
わ
け
で
、
難
し
さ
は

す
ぐ
想
像
で
き
た
か
ら
」。

確
か
に
み
す
ゞ
の
詩
を
読
む
の
は
難

し
い
。
余
分
な
修
飾
語
句
を
な
く
し
、

シ
ン
プ
ル
な
こ
と
ば
で
言
い
切
っ
て
い

る
か
ら
、
読
み
手
の
入
り
込
む
余
地
が

な
い
。

だ
が
、
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い

い
と
思
え
な
い
、
み
ん
な
を
好
き
に
な

れ
な
い
か
ら
、
自
分
を
駆
り
立
て
る
よ

う
な
思
い
で
詩
を
綴
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
み
ん
な
が
知
ら
な
い
み
す
ゞ

を
、
き
っ
と
若
村
さ
ん
な
ら
引
き
出
し

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
。

断
ら
れ
た
な
ど
と
、
微
塵
も
思
っ
て

い
な
い
ボ
ク
は
、
ぶ
厚
い
金
子
み
す
ゞ

全
集
を
置
い
て
行
っ

た
。
若
村
さ
ん
は
、
帰

り
の
車
中
で
、
全
集
に

読
み
耽
り
、
持
ち
前
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神

が
湧
き
あ
が
っ
て
き

た
。

「
置
い
て
い
か
れ
た
詩
集
を
開
い
た

ら
、
素
敵
な
詩
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
。

で
も
読
め
ば
読
む
ほ
ど
深
い
所
に
隠
さ

れ
て
い
る
思
い
が
感
じ
ら
れ
て
。『
こ

れ
は
業
の
強
い
人
だ
わ
』と
思
っ
た
ら
、

俄
然
興
味
が
湧
い
て
き
た
ん
で
す
。
表

面
は
キ
ラ
キ
ラ
と
美
し
い
け
れ
ど
、
そ

の
言
葉
を
選
び
出
す
ま
で
の
、
人
と
し

て
、
女
と
し
て
、
母
と
し
て
の
深
い
所

に
根
ざ
し
た
物
を
感
じ
て
、
な
ん
て
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
詩
だ
ろ
う
っ
て
」。

そ
し
て
、
受
諾
し
て
も
ら
え
、
の
べ

２
週
間
あ
ま
り
か
け
て
、
ス
タ
ジ
オ
で

録
音
し
た
。

　

女
優
に
「
感
情
を
抑
え
て
」
と
い
う

無
理
難
題
を
言
っ
た
。
朗
読
は
五
感
を

駆
使
し
て
想
像
を
巡
ら
せ
て
読
む
の
だ

が
、
言
葉
を
あ
れ
だ
け
削
ぎ
落
と
し

た
詩
に
、
必
要
以
上
の
感
情
は
い
ら
な

い
。
若
村
さ
ん
自
身
も
「
み
す
ゞ
の
詩

を
読
む
よ
り
、
み
す
ゞ
の
役
を
演
じ
る

ほ
う
が
ず
っ
と
楽
で
す
。
詩
だ
け
の
世

界
観
を
提
示
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い

で
す
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
５
１
２
の
朗
読
は
、
聴
き
手

の
想
像
の
余
地
を
残
し
た
素
晴
ら
し
い

も
の
に
仕
上
が
っ
た
。

冒
険
家
の
気
質

ま
る
で
若
村
さ
ん
の
追
っ
か
け
の
よ

う
に
芝
居
を
観
て
い
る
。
観
る
度
に
違

う
若
村
さ
ん
に
会
え
る
の
で
楽
し
い
。

毎
回
未
知
へ
の
挑
戦
を
し
て
い
る
姿
も

頼
も
し
い
。

「
元
々
冒
険
家
の
気
質
が
あ
る
ん
で

す
よ（
笑
）。
苦
手
を
作
り
た
く
な
い
し
、

安
住
し
た
く
な
い
ん
で
す
」。

無
名
塾
に
入
っ
た
時
に
、
仲
代
達
矢

さ
ん
と
宮
崎
恭
子
さ
ん
に
言
わ
れ
た
。

「
私
た
ち
は
受
け
身
の
仕
事
だ
か
ら
、

自
分
か
ら
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
」
と
。

当
時
は
、
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
人
生
の
折
り
返
し
地
点
を
過

ぎ
て
、
未
踏
の
も
の
に
ト
ラ
イ
し
て
、

ち
ゃ
ん
と
役
者
を
や
る
ん
だ
と
『
自
分

へ
の
役
者
宣
言
』
を
し
た
。

「
映
画
や
ド
ラ
マ
は
基
本
的
に
人
間

を
演
じ
る
の
で
、
日
常
生
活
で
起
こ
る

こ
と
の
再
現
で
す
け
ど
、
舞
台
や
古
典

は
も
っ
と
飛
躍
す
る
世
界
観
が
あ
り
ま

す
。
特
に
『
平
家
物
語
』
は
、
諸
行
無

常
と
い
う
テ
ー
マ
性
も
含
め
、
も
っ
と

宇
宙
的
な
部
分
で
の
飛
躍
が
大
き
く

て
、
そ
の
飛
躍
の
た
め
に
は
役
者
と
し

て
の
体
幹
を
鍛
え
な
け
れ
ば
と
。
肉
体

表
現
者
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
痛
感
す
る

舞
台
で
、
自
分
の
ス
キ
ル
と
し
て
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
」。

今
年
６
月
末
に
、
国
立
能
楽
堂
で
『
平

家
物
語
』
を
や
る
。

　
生
き
る
覚
悟
の
死
に
支
度

常
に
「
断
捨
離
」
を
し
て
い
る
。

五
十
代
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
ご
本

人
曰
く
、「
も
う
死
に
支
度
を
し
て
い

る
」。

「
死
に
支
度
イ
コ
ー
ル
死
ぬ
ま
で
ど

う
生
き
る
か
で
す
よ
ね
。
自
分
へ
の
役

者
宣
言
も
そ
の
１
つ
で
す
」。

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
31
歳
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
カ
ラ
パ
タ

ー
ル
に
登
頂
し
て
、
５
５
４
５
ｍ
の
地

点
に
立
っ
た
時
、
シ
ン
プ
ル
に
生
き
た

い
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
本
当
に
必
要
な

物
だ
け
で
暮
ら
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

た
。
仕
事
に
支
配
さ
れ
て
い
た
自
分
を

見
直
そ
う
と
思
っ
た
。

「
置
い
て
お
き
た
い
物
だ
け
に
囲
ま

れ
て
死
ぬ
の
が
理
想
で
す
ね
。
愛
着
の

あ
っ
た
物
は
行
く
先
を
全
部
決
め
て
、

自
分
が
消
え
る
時
は
、
自
分
が
関
わ
っ

た
物
す
べ
て
も
消
え
る
と
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
」。
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長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。
翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。
25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。
定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

　

展
示
室
・
あ
な
た
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
第
十
五
回
墨
彩
画
グ
ル
ー
プ
展　

墨
彩
画

展
示
・
十
二
日（
木
）〜
十
五
日（
日
）　

午
前

十
時
〜
午
後
五
時
※
最
終
日
午
後
四
時
ま
で

　

第
一
展
示
室　

問
合
せ　

墨
彩
画
グ
ル
ー

プ　

☎
０
９
０
―２
７
７
７
―４
６
０
１（
清

水
）

▼
常
滑
地
区
伝
統
文
化
い
け
ば
な
親
子
教

室
・
二
十
一
日（
土
）　

午
前
九
時
半
〜
同

十
一
時　

第
一
展
示
室　

問
合
せ　

常
滑

地
区
伝
統
文
化
い
け
ば
な
親
子
教
室　

☎

０
５
２
―３
２
１
―８
９
８
５（
伊
藤
）

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
ら
く
が
き
会
展（
水
彩
画
）・
十
四
日（
土
）

〜
二
十
五
日（
水
）

▼
炎
友
会
と
そ
の
友
人
展（
焼
き
物
、写
真
、

墨
絵
、俳
画
等
）・
二
十
六
日（
木
）〜
五
月
六

日（
日
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
資
料
館

▼
企
画
展「
常
滑
陶
芸
作
家
協
会
展
」・
〜

二
十
二
日（
日
）

▼
企
画
展「
瀧
田
家
の
廻
船
文
書
」
展
・

二
十
八
日（
土
）〜
六
月
二
十
四
日（
日
）

◎
と
こ
な
め
陶
の
森
研
究
所

▼
企
画
展「
常
滑
陶
芸
作
家
協
会
展
」・
〜

二
十
二
日（
日
）

▼
日
本
遺
産
認
定
記
念「
中
世
常
滑
窯
」展
・

二
十
八
日（
土
）〜
八
月
二
十
六
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
卓
球
個
人
強
化
リ
ー
グ
・
十
四
日（
土
）

▼
愛
知
県
高
校
総
体
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
知

多
・
名
南
支
部
予
選
会
・
二
十
一
日（
土
）

▼
常
滑
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
二
十
二

日（
日
）

▼
愛
知
県
高
校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技
知
多
支
部
予
選
会
・
二
十
八
日（
土
）

▼
全
知
多
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
九
人
制
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
二
十
九
日（
日
・
祝
）

◎
南
陵
公
民
館

▼「
タ
イ
旅
情
」・
八
日（
日
）〜
五
月
五
日

（
土
・
祝
）　

午
前
九
時
〜
午
後
九
時（
初
日
は

午
前
十
時
開
始　

最
終
日
は
午
後
四
時
終

了
）　

無
料

◎
知
多
市
こ
ど
も
未
来
館

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
第
１
期　

申
込
み　

一
日

（
日
）〜
十
日（
火
）に
同
館
へ

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
１『
さ
く
ら
ん
ぼ
』・
五
月

八
日
〜
七
月
十
日
の
火
曜
日　

全
十
回
コ
ー

ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

「
ふ
れ
あ
い
遊
び
」〜
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親

子
で
身
体
を
動
か
そ
う
〜　

講
師　

青
木
ア

ツ
子
さ
ん（
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
）　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ
の

親（
二
人
一
組
）　

定
員　

二
十
八
組（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ
り
）　

参

加
費　

親
子
一
組　

二
千
八
百
円（
十
回
分
・

託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人
三
千
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
２『
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
』・
五
月
十
日
〜
七
月
十
二
日
の
木
曜
日　

全
十
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一
時

半　

内
容　
「
親
子
で
ア
イ
デ
ア
体
創
」〜
身

体
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
〜　

講
師　

井
筒

京
子
さ
ん　

対
象　

お
お
む
ね
二
歳
〜
就
園

前
の
子
ど
も
と
そ
の
親（
二
人
一
組
）　

定
員

　

二
十
八
組（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
・
託
児
あ
り
）　

参
加
費　

親
子
一
組　

二
千
八
百
円（
十
回
分
・
託
児
希
望
の
方
は
別

に
一
人
三
千
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
３『
あ
ひ
る
の
親
子
』・

十
三
日
〜
七
月
二
十
七
日
の
金
曜
日　

全

十
五
回
コ
ー
ス　

午
前
十
時
半
〜
同
十
一

時
半　

内
容　
「
元
気
な
子（
親
）・
病
気
し
な

い
子（
親
）・
け
が
し
な
い
子（
親
）」〜
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身
体
を
動
か
そ
う
〜　

講
師　

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ
所
属
員　

対
象　

平
成
三
十
一
年
度
に
就
園
を
迎
え
る
子
ど
も

二
十二
黒
澤
明

　『
隠
し
砦
の
三
悪
人
』

◎
黒
澤
監
督
の
映
画
と
の

出
会
い

　

私
の
芸
術
観
と
人
生
観
に
決
定

的
な
影
響
を
与
え
た
作
品
は
、
15

歳
の
真
夏
に
満
員
の
映
画
館
で
観

た
黒
澤
明
の
映
画『
七
人
の
侍
』と
、

18
歳
の
春
に
夢
中
に
な
っ
て
読
ん

だ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編
小

説『
罪
と
罰
』で
す
。
60
年
以
上
が

経
過
し
た
今
で
も
、
二
つ
の
作
品

か
ら
受
け
た
感
動
を
は
っ
き
り
と

覚
え
て
い
ま
す
。

　

感
受
性
が
鋭
敏
な
10
代
の
後
半

に
、
こ
う
し
た
世
界
最
高
の
映
画

と
文
学
に
出
会
え
た
こ
と
を
、
私

は
誰
に
対
し
て
、
何
に
対
し
て
感

謝
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。
と

に
か
く
、
私
は
運
の
良
い
人
間
と

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
の
だ
と
思
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

偉
大
な
も
の
に
出
会
う
こ
と
を

無
意
識
に
待
ち
望
ん
で
い
た
未
熟

な
私
が
来
る
の
を
、
黒
澤
明
の
映

画『
七
人
の
侍
』が
、
そ
し
て
数
年

後
に
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小

説『
罪
と
罰
』が
待
っ
て
い
て
く
れ

た
の
で
す
。「
早
く
お
い
で
。
来
た

ら
、
一
生
の
宝
に
な
る
よ
う
な
素

敵
な
物
を
あ
げ
よ
う
」。
そ
う
言
っ

て
、
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の

で
す
。

　

黒
澤
明
は
、
88
年
の
生
涯
に
30

本
の
映
画
を
完
成
し
ま
し
た
。
勿

論
、
私
は
全
部
の
作
品
を
観
て
い

ま
す
。
ど
の
作
品
も
2
回
以
上

観
て
い
ま
す
。
中
で
も
『
七
人
の

侍
』
は
20
回
以
上
観
て
お
り
、
画

面
も
セ
リ
フ
も
音
楽
も
、
全
部
頭

の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
観
る
度
に
感
動
し
ま
す
。
そ

し
て
、
あ
あ
、
ま
た
観
る
こ
と
が

で
き
た
、
生
き
て
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
、
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

黒
澤
の
作
品
を
少
し
挙
げ
て
み

ま
す
。

　
『
姿
三
四
郎
』（
処
女
作
）『
素
晴

ら
し
き
日
曜
日
』『
酔
い
ど
れ
天

使
』『
野
良
犬
』『
羅
生
門
』『
生
き

る
』『
七
人
の
侍
』『
生
き
も
の
の
記

録
』『
隠
し
砦
の
三
悪
人
』『
用
心

棒
』『
天
国
と
地
獄
』『
赤
ひ
げ
』『
デ

ル
ス
・
ウ
ザ
ー
ラ
』『
乱
』『
夢
』『
ま

あ
だ
だ
よ
』（
遺
作
）。

　

ど
れ
も
こ
れ
も
傑
作
で
、
と
て

も
人
間
業
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
黒

澤
明
は
映
画
の
た
め
に
生
ま
れ
、

映
画
は
黒
澤
明
の
た
め
に
生
ま
れ

た
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

黒
澤
明
の
小
学
時
代
。
驚
く
こ

と
に
、
あ
の
「
世
界
の
ク
ロ
サ
ワ
」

は
、
い
じ
け
た
泣
き
虫
少
年
だ
っ

た
の
で
す
。

　

小
学
校
の
１
年
か
ら
２
年
に
か

け
て
、
黒
澤
明
に
と
っ
て
、
学
校

は「
地
獄
の
責
め
苦
」で
し
た
。
自

伝『
蝦が

蟇ま

の
油
』の
中
で
、
彼
は
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
教
室
で
は
、
た
だ
辛
い
苦
し

い
思
い
で
じ
っ
と
椅
子
に
腰
掛
け

て
、
家
か
ら
付
き
添
っ
て
き
た
者

が
心
配
そ
う
に
廊
下
を
行
っ
た
り

来
た
り
し
て
い
る
姿
を
、
ガ
ラ
ス

戸
越
し
に
目
で
追
っ
て
ば
か
り
い

た
。
精
薄
児
だ
っ
た
と
は
思
い
た

く
な
い
が
、
知
恵
が
遅
れ
て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
」。

　
「
三
つ
の
陰
の
力
」
に
よ
っ
て
、

泣
き
虫
で
知
恵
遅
れ
の
子
ど
も

だ
っ
た
彼
は
、
た
く
ま
し
い
少
年

に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
の
力
は
、
４
歳
年
上
の
兄

の
丙へ

い

午ご

で
す
。
ず
ば
抜
け
た
秀
才

だ
っ
た
兄
は
、
弱
虫
の
弟
を
厳
し

く
鍛
え
ま
し
た
。

　

第
二
の
力
は
、
恩
師
の
立
川
清

治
で
す
。
彼
は
、
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
認
め
て
褒
め
て

や
る
と
い
う
温
か
い
教
育
哲
学
の

持
ち
主
で
し
た
。「
知
能
的
に
遅
れ
、

変
に
い
じ
け
て
い
た
私
を
庇
う
よ

う
に
し
て
、
初
め
て
私
に
自
信
と

い
う
も
の
を
持
た
せ
て
く
れ
た
」

と
、
黒
澤
は
書
い
て
い
ま
す
。

　

第
三
の
力
は
、
同
級
生
の
植
草

圭
之
助
で
す
。
彼
は
泣
き
虫
の
文

学
少
年
で
し
た
。
彼
を
見
る
こ
と

で
、
黒
澤
は
自
分
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
黒
澤
と
植
草
と
い
う
二

人
の
泣
き
虫
を
大
き
く
育
て
た
立

川
先
生
は
、
昭
和
22
年
、
素
晴
ら

し
い
体
験
を
し
ま
す
。『
素
晴
ら
し

き
日
曜
日
』
を
観
た
後
、
先
生
は
、

教
え
子
だ
っ
た
黒
澤
明
に
葉
書
出

し
ま
し
た
。「
私
は
、
タ
イ
ト
ル
の
、

脚
本
・
植
草
圭
之
助
、
監
督
・
黒

澤
明
と
い
う
字
を
読
ん
だ
時
か
ら
、

ス
ク
リ
ー
ン
が
ぼ
や
け
て
、
よ
く

見
え
な
く
な
っ
た
」。
黒
澤
は
す

ぐ
に
植
草
に
連
絡
し
ま
す
。
そ
し

て
、
先
生
を
東
宝
の
寮
へ
招
待
し

て
、
す
き
焼
き
を
御
馳
走
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
恩
師
を
前
に
し
て
、

青
春
映
画
の
名
作
を
作
っ
た
ば

か
り
の
二
人
の
教
え
子
は
、
か
し

こ
ま
っ
て
座
っ
て
い
ま
し
た
。
黒

澤
は
書
い
て
い
ま
す
。「
私
は
、
そ

の
先
生
を
見
つ
め
て
い
る
う
ち
に
、

そ
の
先
生
の
顔
が
ぼ
や
け
て
、
よ

く
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」。

◎『
隠
し
砦
の
三
悪
人
』

　

浪
人
生
活
を
送
っ
て
い
た
昭
和

34
年
（
1
9
5
9
） 

１
月
初
旬
に
、

私
は
、
中
学
時
代
の
友
人
と
名
古

屋
の
映
画
館
で
『
隠
し
砦
の
三
悪

人
』を
観
ま
し
た
。

　

大
学
受
験
を
２
ヵ
月
後
に
控
え

て
お
り
、
私
の
精
神
状
態
は
か
な

り
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
時
に
、
こ
の
痛
快
極
ま
り
な
い

時
代
劇
を
観
た
の
で
す
。
本
当
に

面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
気
分
転

換
に
な
り
、
そ
の
後
勉
強
が
は
か

ど
り
ま
し
た
。

　

黒
澤
明
は
、
こ
の
作
品
に
つ

い
て
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。「
し
ん

ど
い
も
の
を
二
本
（ 『
蜘
蛛
巣
城
』

と
『
ど
ん
底
』）
や
っ
た
か
ら
、
ひ

と
つ
追
っ
か
け
形
式
の
面
白
い
時

代
劇
を
作
っ
て
や
ろ
う
、
そ
ん
な

き
っ
か
け
で
し
た
」。

　

確
か
に
、『
蜘
蛛
巣
城
』と『
ど
ん

底
』は
、
城
と
か
貧
乏
長
屋
と
い
っ

た
狭
苦
し
い
空
間
に
展
開
さ
れ
る

深
刻
な
人
間
悲
劇
で
し
た
。
解
放

感
は
少
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
『
隠
し
砦
の
三
悪
人
』
は
違
っ
て

い
ま
し
た
。
雨
の
上
が
る
の
を

じ
っ
と
待
っ
て
い
た
子
ど
も
や
子

犬
た
ち
が
外
に
飛
び
出
し
た
時
の

よ
う
な
活
気
に
満
ち
た
映
画
で
し

た
。
う
れ
し
く
て
、
う
れ
し
く
て

堪
ら
な
い
気
分
が
横
溢
し
た
映
画

で
し
た
。「
最
初
の
シ
ネ
ス
コ
・
サ

イ
ズ
で
、
大
き
な
画
面
に
い
ろ
い

ろ
入
る
の
で
、
お
も
し
ろ
く
て
思

う
存
分
撮
っ
た
な
」
と
、
黒
澤
も

満
足
そ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

黒
澤
明
を
尊
敬
し
て
い
た
ス

ピ
ル
バ
ー
グ
監
督（『
E.T.
』『
ジ
ョ
ー

ズ
』な
ど
）は
、「
私
が
こ
れ
ま
で
観

た
黒
澤
映
画
の
全
て
の
中
で
、
最

も
好
き
な
作
品
を
、
敢
え
て
３
本

挙
げ
る
と
す
れ
ば
、『
隠
し
砦
の
三

悪
人
』『
蜘
蛛
巣
城
』『
生
き
る
』
に

な
る
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

あ
の
才
能
豊
か
な
名
監
督
も
『
隠

し
砦
の
三
悪
人
』
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
映
画
表
現
に
感
動
し
た
の
で

す
。

　

隣
国
に
敗
れ
た
秋
月
藩
の
侍
大

将
・
真
壁
六
郎
太（
三
船
敏
郎
）が
、

欲
の
深
い
二
人
の
百
姓
（
千
秋
実

と
藤
原
釜か

ま

足た
り

）
を
う
ま
く
利
用
し

て
、
世
継
ぎ
の
雪
姫（
上
原
美
佐
）

と
軍
資
金
を
擁
し
て
、
敵
国
の
領

地
を
ま
ん
ま
と
横
断
し
て
友
好
国

へ
脱
出
す
る
、
と
い
う
内
容
で
す
。

敵
中
横
断
は
全
編
手
に
汗
を
握
る

ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
に
満
ち
て

お
り
、
そ
の
後
に
作
ら
れ
た
『
用

心
棒
』『
椿
三
十
郎
』
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
痛
快
な
娯
楽
巨
編
で
す
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
是
非
観
て
下

さ
い
。

　

こ
の
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
菊

島
隆
三
、
小
国
英
雄
、
橋
本
忍
、

黒
澤
明
の
４
人
に
よ
っ
て
書
か
れ

ま
し
た
。「
冒
頭
の
場
面
」
を
少
し

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

１
・
道

　
　

炎
熱
─
─
ボ
コ
ボ
コ
に
乾
い

た
道
を
、
汗
と
埃
に
ま
み
れ
、

毒
々
し
く
言
い
争
い
な
が
ら

歩
い
て
行
く
、
半
裸
に
小

手
脛
当
の
男
が
二
人（
太
平
、

又
七
）。

　

太
平
「
も
っ
と
離
れ
て
歩
け
ッ

…
…
…
死
人
臭
く
っ
て
や
り

き
れ
ね
ぇ
」

　

又
七
「
い
い
加
減
に
し
ろ
。

…
…
死
人
臭
え
の
は
お
互
い

樣
だ
…
…
そ
れ
も
み
ん
な
、

お
前
の
お
か
げ
じ
ゃ
ね
え

か
」

　
　

太
平
、
顔
を
し
か
め
て
、
自

分
の
方
か
ら
離
れ
る
と
、
見

せ
つ
け
が
ま
し
く
唾
を
吐

く
。 （
中
略
）

　
　

大
き
く
近
く
の
笹
が
ざ
わ
め

く
。
二
人
、
ギ
ク
ッ
と
し
て

見
る
。

　
　

笹
を
わ
け
て
、
血
み
ど
ろ
な

落
武
者
が
よ
ろ
め
き
出
て
来

る
。
続
い
て
、
そ
れ
を
追
っ

て
騎
馬
武
者
が
五
、六
騎
。

　
　

埃
の
道
を
よ
ろ
め
き
逃
げ
る

落
武
者
に
襲
い
か
か
り
、
獣

を
狩
る
よ
う
に
突
き
伏
せ
る
。

　
　

蒼
く
な
っ
て
立
ち
す
く
ん
で

い
る
又
七
と
太
平
。（
後
略
）

（22）
杉 

本 

武 

之

私
の
出
会
っ
た
作
品

『隠し砦の三悪人』

文
集「
な
か
よ
し
」の
保
護
者
編

　

自
由
投
稿
で
は
、
Ａ
子
の
母

が
「
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と

題
し
て
歯
を
虫
歯
か
ら
守
る
だ

け
で
な
く
、「
歯
に
悪
い
も
の

は
、
体
に
悪
い
」
こ
と
を
分
か

り
や
す
く
書
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
頃
は
、
一
般
的
に

予
防
歯
科
・
定
期
検
診
は
行
わ

れ
て
い
な
い
時
で
し
た
。

　

募
集
投
稿
で
は
、
昔
の
遊
び

と
我
が
子
の
成
長
と
願
い
な
ど

を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

⑴　

昔
の
遊
び

　

竹
馬
遊
び
（
Ｍ
男
・
父
）
で

は
竹
馬
作
り
と
遊
び
方
を
。
男

竹
を
失
敬
し
て
も
叱
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
よ
き
時
代
だ
っ
た
と
。 　

手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
工
夫
し

な
が
ら
遊
ぶ
お
も
し
ろ
さ
や

「
め
ん
こ
・
ビ
ー
玉
」
の
取
り

合
い
っ
こ
（
Ａ
子
・
父
）。
お

手
玉
の
作
り
方
（
Ｔ
男
・
母
）。

　

ベ
ー
ゴ
マ
遊
び
を
紹
介
し
、

「
幼
き
頃
思
い
浮
べ
、
子
ど
も

に
か
え
り
し
、
ペ
ン
を
走
ら
す

大
人
か
な
」
と
（
Ｋ
子
・
母
）。

　

海
遊
び
を
紹
介
す
る
前
に
、

Ｍ
子
の
父
は
「
常
滑
駅
の
南
西

周
辺
」
を
「
競
艇
場
か
ら
市
民

病
院
の
所
ま
で
は
砂
浜
で
月
見

草
が
咲
く
き
れ
い
な
海
岸
だ
っ

た
。
中
郷
グ
ラ
ン
ド
の
近
く
は

海
が
入
江
に
な
っ
て
い
て
遊
船

場
だ
っ
た
。
そ
の
近
く
の
海
岸

は
今
の
遊
園
地
で
あ
り
、
潮
が

ひ
く
と
、
た
く
さ
ん
の
ト
ビ
ハ

ゼ
が
飛
ん
で
い
た
。（
略
）
競

艇
場
の
所
は
白
い
き
れ
い
な
砂

浜
で
海
水
浴
場
…
（
略
）」
と
。

　

常
滑
港
や
海
で
４
月
頃
か
ら

10
月
頃
ま
で
泳
い
で
い
た
と
…

（
Ｓ
男
・
父
）、
夏
に
な
る
と
水

着
で
な
く
下
着
で
乾
く
間
も
な

い
ほ
ど
泳
い
で
い
た
（
Ｋ
男
・

母
）
と
伊
勢
湾
台
風
前
の
話
。

　

寺
の
屋
根
に
登
っ
て
鳩
や
雀
の

雛
を
と
っ
た
り
、
池
の
栓
を
抜
い

て
鮒
や
ど
じ
ょ
う
を
と
っ
た
り
し

て
怒
鳴
り
込
ま
れ
た
と
い
う
が
き

大
将
ぶ
り
（
Ｍ
男
・
父
）。

⑵　

子
ど
も
の
成
長
と
家
族
愛

　

物
の
な
い
子
ど
も
の
頃
、
兄

姉
の
着
れ
な
く
な
っ
た
セ
ー

タ
ー
を
毛
糸
に
解
し
、
編
み
直

し
て
も
ら
っ
た
セ
ー
タ
ー
だ
っ

た
が
…
と
Ｋ
子
の
母
。
暗
い
電

気
の
下
で
夜
な
べ
を
し
て
編
み

物
や
繕
い
を
し
て
い
た
母
の
姿

の
思
い
出
話
（
Ａ
男
・
母
）。

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
知
ら
な
い
子
ど
も
。
物
の

あ
り
が
た
さ
を
知
り
、
我
慢
の

で
き
る
子
に
と
願
う
Ｈ
男
の
母
。

小
遣
い
を
使
い
す
ぎ
る
と
心
配

す
る
Ｓ
男
の
母
。

　

我
が
子
の
成
長
を
喜
び
、
我

が
子
と
重
ね
合
わ
せ
子
ど
も
の

頃
に
帰
っ
て
思
い
出
を
語
る
Ｈ

男
・
Ａ
子
・
Ｎ
子
・
Ｙ
子
の
母
。

　

妹
の
誕
生
時
、
厳
し
い
父
の

強
さ
と
愛
情
を
発
見
し
た
（
Ａ

子
・
母
）。
戦
争
時
、
母
の
苦

労
と
父
の
戦
場
か
ら
帰
還
を
喜

ぶ
Ｍ
男
の
母
。
父
の
戦
死
で
勉

強
よ
り
も
母
と
妹
と
で
飢
え
を

し
の
ぐ
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
と

（
T
男
・
父
）。

　

子
供
大
集
団
で
家
族
と
苦
楽

を
共
に
（
T
子
・
母
）。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（265）　
　

氏  

原  

朝  

信

昭
和
52
年
度　

四
年
三
組
の
学
級
通
信「
な
か
よ
し
」

簡単押し寿司

材
料

作
り
方

◦牛乳パック………一本分
◦オーブンシート…適宜
◦酢めしごはん……４杯分
◦ゆで海老（サイズ中）…４〜６匹
	 殻をとり、わたをとって尾もとる。
	 冷水であらい水気を切ってゆでる
◦錦糸卵……………適宜
	 卵2個。砂糖小さじ1、酒少々を溶き油をうすく敷いたフラ
イパンで薄焼き卵を焼く。冷めてから細切りに切る

◦サーモン刺身……６切れ
◦ほうれん草………1/3束
	 熱湯に塩少々を加えほうれん草を茎から入れ茹でる。
全体を菜箸で湯に沈め、上下を返すくらいでゆで上が
り。手早く冷水にとってさまし、しっかり水気を絞って
1㎝のざく切りに☆を加え混ぜ味を整える

☆本だし（顆粒）……少々
　いくら……………お好みで

一面のみカットして注ぎ口を
折りたたみ、テープで固定し
て型を作り、内側に添うよう
オーブンシートをセットする。

牛乳パックを使って
入園・入学　春の訪れに慶びの季節となりましたね♪

彩り鮮やかなお寿司はいかがでしょうか？
インスタ映えも間違いなしですョ♪

①．牛乳パックの型に海老の向きをそろえて並べる。
②．①の上にサーモンの刺身を片側に寄せて並べる。
③．②の横にしっかり押し詰める様錦糸卵を敷き詰める。
④．③のサーモンの上にほうれん草を敷き詰める。
⑤．④の上にオーブンシート、カットした牛乳パックを順
	 にのせ、しっかりと平らになる様押さえる。
⑥．⑤のオーブンシート、カットした牛乳パックを取り出す。
⑦．⑥に酢めしを少しずつ平らに入れる。
	 全部入れたら※Aオーブンシートとカットした牛乳パックを
のせてしっかりと平らになる様押さえる。

⑧．※Ａを取り除き、皿をふたにしてひっくり返して型から外す。
⑨．切り分けて、いくらを彩り良くのせてわさびしょう油などでいただく。

カットした面はすっ
ぽり入る様、ひと回
り小さく切っておく。
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※
こ
の
物
語
に
対
す
る
読
者
の
方
々
の
コ
メ
ン
ト
、
体
験

談
を
左
記
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
就
職
」「
日
本
の
ゆ
く
え
」「
結
婚
」「
夫
婦
」「
イ
ン

ド
」「
愛
知
県
」に
つ
い
て
で
す
。
物
語
が
進
行
す
る
中
で
織

り
込
む
こ
と
を
試
み
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
５
６
９
―
３
４
―
７
９
７
１

メ
ー
ル
‥takam

itsu@
akai-shinbunten.net

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

著
者
‥
岡
田 

清
治（
お
か
だ
・
せ
い
じ
）

一
九
四
二
年
生
ま
れ  

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

（
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン・Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
０
８
代
表
）

著
書
に『
高
野
山
開
創
千
二
百
年 

い
っ

ぱ
ん
さ
ん
行
状
記
』『
心
の
遺
言
』『
あ
な

た
は
社
員
の
全
能
力
を
引
き
出
せ
ま
す

か
！
』『
リ
ヨ
ン
で
見
た
虹
』な
ど
多
数

『新・現代家庭考』 就職
─ 自 分ドラマ つくろう─ �　  岡田　清治

姪
の
就
職
２

　

真
三
は
女
将
か
ら
つ
い
で
も
ら
っ
た
冷
酒
の
猪
口
を
右
手

で
か
か
げ
な
が
ら
「
カ
ン
パ
イ
」
と
、
二
人
の
グ
ラ
ス
と
軽

く
合
わ
せ
な
が
ら
音
頭
を
と
っ
た
。
三
人
は
そ
の
合
図
で
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ラ
ス
や
猪
口
の
酒
を
一
気
に
飲
ん
だ
。

　

一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
前
島
が
真
三
に
た
ず
ね
た
。

「
そ
う
で
す
か
。
空
港
か
ら
で
す
か
。
ど
ち
ら
か
へ
い
っ
て

お
ら
れ
た
の
で
す
か
」

　

事
情
を
知
ら
な
い
前
島
は
真
三
の
答
え
に
耳
を
傾
け
た
。

「
以
前
に
も
お
話
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
姪
が
イ
ン
ド
に
旅

立
ち
ま
す
の
で
姪
の
母
親
と
見
送
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
」

「
イ
ン
ド
は
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
国
で
興
味
深
い
で
す
ね
。

と
く
に
Ｉ
Ｔ
関
係
者
に
と
っ
て
は
目
を
離
せ
な
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
同
じ
く
ら
い
重
要
な
と

こ
ろ
で
す
」

「
姪
は
Ｉ
Ｔ
技
術
者
で
は
な
く
、
就
職
試
験
に
落
ち
て
、
現

地
に
い
る
友
人
に
会
い
に
行
く
、
い
わ
ば
何
か
を
求
め
る

旅
の
よ
う
で
す
」

「
い
ま
は
就
職
率
も
高
く
、
あ
ま
り
会
社
を
選
ば
な
か
っ
た

ら
就
職
で
き
る
よ
う
で
す
が
…
」

「
真
三
さ
ん
の
姪
御
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
し
た
目
的
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
」

　

女
将
が
二
人
の
会
話
に
割
り
込
ん
で
き
た
。

「
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
目
標
が
あ
る
と
も
思
え
ま
せ
ん
が
…
」

「
イ
ン
ド
か
ら
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
歩

ま
れ
ま
す
よ
。
子
は
親
が
思
う
ほ
ど
頼
り
な
く
な
い
で
す

よ
。
静
か
に
見
守
っ
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
だ
と
思
い
ま
す

よ
」

　

女
将
は
真
三
を
諭
す
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
。

「
そ
う
で
す
よ
。
真
三
さ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
Ｉ
Ｔ
技
術
は

日
進
月
歩
で
発
展
し
て
い
ま
す
ね
」

「
私
も
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
は
素
人
で
す
が
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
こ
の
か
た
、
ず
っ
と
興
味
を
も
っ
て
い
ま
し
た
」

　

真
三
は
三
、四
十
年
前
、
自
分
が
こ
の
分
野
に
個
人
的
に
ど

う
入
っ
た
か
を
思
い
出
し
な
が
ら
二
人
に
話
し
始
め
た
。

―
私
が
実
際
に
活
用
す
る
十
年
ほ
ど
前
か
ら
〝
マ
イ
コ
ン
〟

と
い
う
言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
い
ま
の
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
よ
う
に
、
お
目
に
か
か

ら
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
で
し
た
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
気

に
な
る
の
で
し
た
。
す
で
に
周
り
に
は
個
人
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
も
お
り
ま
し
た
。

　

私
は
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
癖
が
あ
り
ま
し
て
、

マ
イ
コ
ン
と
い
う
の
は
「
私
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
だ
ろ
う
と

解
釈
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
海
外
で
は
全
く
通
じ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
マ
イ

コ
ン
と
は
、
マ
イ
ク
ロ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
つ
ま
り
超
小
型

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
だ
と
い
う
こ
だ
と
わ
か
っ
た
の
は
、
そ
れ

か
ら
ず
い
ぶ
ん
後
だ
と
思
い
ま
す
。

「
そ
う
で
し
た
。
私
が
こ
の
世
界
に
興
味
を
覚
え
ま
し
た
の

は
学
生
の
頃
で
す
が
、
そ
れ
で
も
真
三
さ
ん
の
ず
っ
と
後

の
時
代
で
す
」

　

前
島
は
真
三
の
話
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
。

―
マ
イ
コ
ン
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
と
問
わ
れ
て
も
明
確
に

答
え
ら
れ
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
ま
し
て
持
っ
て
い
る
人
と

な
る
と
な
お
さ
ら
少
な
い
。
持
っ
て
い
る
人
は
圧
倒
的
に
若

い
人
で
中
高
年
齢
者
は
避
け
て
い
た
。
で
も
関
心
が
な
い
の

で
は
な
く
、
操
作
が
難
し
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
状
況
下
で
真
三
は
四
十
歳
の
時
に
衝
動
的
に
買

っ
た
。
マ
イ
コ
ン
は
本
当
に
す
ば
ら
し
く
役
立
つ
と
思
う
反

面
、
素
人
に
は
難
し
く
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
も
サ
ポ
ー
ト
が

不
備
で
、
こ
の
時
点
で
は
企
業
レ
べ
ル
で
の
普
及
段
階
で
個

人
が
持
つ
に
は
高
す
ぎ
る
と
い
う
の
が
実
感
だ
っ
た
。

「
な
ん
で
も
初
期
に
導
入
す
る
に
は
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す

が
、
技
術
は
日
進
月
歩
で
す
の
で
、
取
り
残
さ
れ
る
心
配

も
あ
り
ま
す
」

　

前
島
は
真
三
に
は
進
取
の
気
性
が
あ
る
と
感
心
し
た
。

「
そ
の
通
り
で
す
ね
。
ス
マ
フ
ォ
が
そ
う
で
す
。
電
話
機
能

だ
け
で
十
分
だ
と
ガ
ラ
系
の
携
帯
を
続
け
て
い
た
ら
、
も

う
ス
マ
フ
ォ
に
は
乗
り
移
れ
な
い
で
す
。
ア
イ
パ
ッ
ド
（
ｉ

Ｐ
Ａ
Ｄ
）
を
発
売
早
々
に
購
入
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ

れ
で
十
分
と
考
え
た
こ
と
も
ス
マ
フ
ォ
に
乗
り
移
ら
な
か

っ
た
理
由
で
す
。
し
か
も
通
信
費
が
割
高
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
…
」

「
加
齢
と
と
も
に
新
し
い
機
器
や
操
作
は
面
倒
な
も
の
で
す

ね
。
ま
た
機
能
が
過
剰
で
使
い
こ
な
せ
な
い
の
も
事
実
で

す
」

―
私
が
買
っ
た
マ
イ
コ
ン
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
Ｐ
Ｃ
―
８
８
０
１
と

い
う
機
種
で
あ
る
。
要
は
い
ま
の
Ｐ
Ｃ
と
同
じ
で
キ
ー
ボ
ー

ド
を
備
え
た
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
だ
。
マ
イ
コ

ン
用
の
言
語
（
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
＝
ベ
イ
シ
ッ
ク
）
と
い
っ
て
初

心
者
向
け
汎
用
記
号
命
令
体
系
の
英
文
の
略
語
。

　
“
ピ
ィ
ー
ピ
ィ
ー
ピ
ィ
ー
”
机
の
上
の
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
・

レ
コ
ー
ダ
が
耳
を
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
不
快
音
を
突
然
、
発
す

る
。
頭
が
痛
く
な
っ
て
く
る
。
胸
が
苦
し
く
吐
き
気
を
も
よ

お
す
。

「
な
ん
で
す
の
」
と
、
る
り
子
が
夕
食
の
後
片
付
け
の
手
を

止
め
、
台
所
か
ら
険
悪
な
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

「
よ
く
、
わ
か
ら
な
い
ん
だ
」

「
夜
の
十
時
だ
と
い
う
の
に
な
に
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す

か
。
隣
近
所
に
迷
惑
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
な
く

て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
物
音
で
文
句
が
出
る
の
に
…
」

　
　

る
り
子
は
階
下
の
住
人
に
は
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
た
。

公
団
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
、「
な
に
し
て
い
る

ん
じ
ゃ
！
水
が
漏
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
え
え
奥
さ

ん
！
」
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
に
ス
テ
テ
コ
姿
の
お
っ
さ

ん
が
怒
鳴
り
込
ん
で
き
た
。
原
因
は
階
上
の
家
の
洗
濯
機

の
ホ
ー
ス
が
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
菓
子
折
り

持
参
し
て
謝
罪
し
て
以
来
、
階
下
の
住
人
に
は
神
経
を
使

っ
て
い
た
。

「
外
国
人
は
日
本
の
住
宅
は
ウ
サ
ギ
小
屋
の
よ
う
だ
と
そ
の

狭
さ
を
皮
肉
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
防
音
、
防
水
の
欠

陥
を
痛
感
し
ま
す
ね
」

　
　

前
島
も
集
合
住
宅
に
住
ん
で
い
た
経
験
か
ら
真
三
の
話

に
同
情
し
た
。

「
そ
れ
も
そ
う
で
す
が
、
戸
建
て
住
宅
も
経
年
劣
化
で
壁
や

屋
根
瓦
が
い
た
ん
で
、
周
囲
の
家
に
ご
迷
惑
が
か
か
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
が
消
え
ま
せ
ん
ね
」

　
　

マ
マ
も
日
本
の
住
宅
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で
、

二
人
の
話
に
割
り
込
ん
で
き
た
。

「
そ
う
だ
な
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も
建
物
の
劣
化
が
起
こ
っ

た
時
に
協
同
組
合
や
自
治
会
で
は
議
論
が
白
熱
す
る
の
で

す
。
私
の
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
玄
関
横
の
タ
イ
ル

が
は
が
れ
、
修
繕
す
る
か
ど
う
か
で
議
論
し
ま
し
た
。
な

か
な
か
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
誰
か
が

そ
こ
に
テ
ー
プ
を
は
っ
て
お
い
た
ら
、
議
論
は
そ
の
う
ち

に
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
」

「
マ
ン
シ
ョ
ン
や
団
地
も
建
て
替
え
に
な
る
と
、
困
難
を
極

め
ま
す
」

「
そ
う
で
す
わ
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
や
人
生
設
計
が
異
な

り
ま
す
か
ら
、
ま
と
ま
ら
な
い
の
が
当
然
だ
と
思
う
わ
」

「
被
災
地
の
方
々
が
次
の
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
、
ま
と

ま
っ
て
集
合
住
宅
へ
移
る
人
、
故
郷
を
離
れ
る
人
、
あ
る

い
は
元
の
場
所
で
再
建
す
る
人
に
分
か
れ
ま
す
の
で
、
行

政
も
大
変
だ
と
聞
き
ま
す
ね
」

「
だ
い
た
い
住
宅
は
賃
貸
が
い
い
の
か
、
分
譲
が
い
い
の
か

と
い
う
議
論
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
真
三

は
問
題
提
起
し
た
。

「
そ
れ
は
日
本
人
は
所
有
欲
が
強
い
の
と
ち
が
い
ま
す
か
。

せ
め
て
家
ぐ
ら
い
自
前
の
モ
ノ
を
持
ち
た
い
と
い
う
願
望

が
根
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
」

　

前
島
が
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

「
日
本
ほ
ど
新
築
の
住
宅
を
販
売
し
て
い
る
国
は
少
な
い
よ

う
で
す
ね
」

「
だ
い
た
い
ア
メ
リ
カ
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
み
て
い
ま

す
と
、
住
宅
の
み
な
ら
ず
、
家
具
や
調
度
品
ま
で
レ
ン
タ

ル
し
て
い
る
よ
う
で
す
」

「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
折
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ロ
ー
ン
で
払

っ
て
い
た
人
は
、
二
重
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
と
い
い
ま

す
」

「
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
賃
貸
の
人
は
助
か
っ
た
と
い
う
わ
け

で
す
」

　

三
人
は
日
本
の
住
宅
に
つ
い
て
お
互
い
思
っ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
合
っ
た
。

　

前
島
は
「
企
業
だ
っ
て
最
近
は
本
社
ビ
ル
を
賃
貸
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
事
業
を
拡

大
し
た
り
縮
小
し
た
り
す
る
時
代
で
す
か
ら
自
社
ビ
ル
を
所

有
す
る
時
代
は
遅
れ
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
昔
は
信

用
力
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
…
」

「
い
ま
の
若
い
人
は
家
を
含
め
て
モ
ノ
を
持
た
な
い
傾
向
に

あ
る
よ
う
に
、
息
子
な
ん
か
を
み
て
い
ま
す
と
思
い
ま
す

ね
」

　

真
三
は
つ
く
づ
く
そ
う
思
う
の
だ
っ
た
。

「
だ
け
ど
こ
れ
ほ
ど
自
然
災
害
が
多
い
国
で
は
建
設
会
社
は

有
望
株
な
ん
で
し
ょ
う
ね
」

　

マ
マ
が
証
券
投
資
先
と
し
て
感
想
を
も
ら
し
た
。

「
確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
で
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
に
建
設
会

社
が
あ
っ
て
、
政
権
の
集
票
マ
シ
ン
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

公
共
事
業
の
獲
得
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は

談
合
を
繰
り
返
し
て
利
益
確
保
に
熱
心
で
す
」

　

真
三
が
解
説
し
な
が
ら
「
需
要
と
い
う
面
を
考
え
ま
す
と
、

葬
儀
屋
が
儲
か
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
う
も
そ
う
で

は
な
い
よ
う
で
す
ね
」
と
話
し
た
。

「
人
は
必
ず
死
に
ま
す
の
で
需
要
は
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
」

「
と
こ
ろ
が
、
人
口
減
と
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
、
さ
ら
に

送
葬
の
儀
の
簡
素
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
業
界
も
様
変
わ

り
し
て
い
る
よ
う
で
す
」

「
そ
う
い
え
ば
、
以
前
の
よ
う
に
葬
儀
を
す
る
家
も
減
っ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
」

【写真】山の木々は自然の中でうまく共生している（著者撮影）
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小
林
玲
子

碧
南
市
に
育
つ
。

西
尾
市
在
住

共
著
「
西
尾
の
民
話
」

童
話
「
サ
ケ
の
子
ピ
ッ
チ
」

随
筆
「
海
辺
の
そ
よ
風
」

　
　
　
（
中
経
コ
ラ
ム
「
閑
人
帳
」
よ
り
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
脚
本

　

「
み
ぐ
り
ち
ゃ
ん
の
お
う
ち
」

童
話
集

　

「
タ
ァ
タ
と
バ
ァ
バ
の
た
ん
け
ん
た
い
」

樅
山
善
久

昭
和
十
一
年
碧
南
市
で
生
ま
れ
る
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
。

碧
南
商
工
会
議
所
会
頭
。

愛
知
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
理
事
長
。

全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
十
三
年
藍
綬
褒
章
受
賞
。

平
成
二
十
二
年
旭
日
小
授
章
受
賞
。

丸
栄
陶
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長 

を
経
て
相
談
役
に
。

京
都
造
形
芸
術
大
学
・
通
信
教
育
部
芸
術
学
部
美
術
科
・

洋
画
コ
ー
ス
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

平
成
二
十
九
年
六
月
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
に
て

初
の
作
品
展
開
催
。
社
名
を
栄
四
郎
瓦
株
式
会
社
に
変
更
。

独
立
美
術
展　

入
選
。

若
い
頃
、
お
給
料
を
頂
く
と
、
ひ
と
り
で
よ
く
奈
良
へ
行
き
ま
し
た
。

京
都
も
好
き
で
し
た
が
、
我
が
青
春
は
奈
良
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。

斑
鳥
、
飛
鳥
、
西
の
京
…
…
こ
れ
ら
の
記
憶
は
未
だ
に

胸
が
キ
ュ
ン
と
し
ま
す
。

あ
の
頃
は
健
脚
で
、
ト
コ
ト
コ
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

四
月
生
れ
の
娘
の
名
も
、
佐
保
姫
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
佐
保
路
　
佐

紀
路
も
懐
か
し
い
で
す
。

奈
良
は
自
分
の
思
い
と
い
う
よ
り
、
和
辻
哲
郎
や
亀
井
勝
一
郎
の

眼
を
通
し
て
見
た
り
感
じ
た
り
し
て
い
て
、
仏
像
は
恋
人
。

塔
は
住
み
た
い
場
所
で
あ
り
ま
し
た
。

お
釈
迦
様
の
墓
で
す
の
に
ね
。

結
婚
し
て
人
生
の
墓
場
に
入
っ
た
と
申
し
て
は
、

罰
当
り
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
こ
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知多の哲学散歩道
「櫻井敬徳の思想①」

久 田 健 吉（哲学研究者）

Vol.7

紅
梅
に
白
き
お
み
く
じ
結
ば
れ
る	

吉
田
ひ
ろ
し

梅
ま
つ
り
香
り
を
刻
む
万
歩
計	

加
藤　

久
子

滑
走
路
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
春
の
海	

谷
川
と
志
江

冬
五
輪
魅
せ
る
言
霊
若
き
覇
者	

関　
　

里
美

食
卓
に
分わ

け

葱ぎ

を
添
え
て
息
吹
知
る	

杉
江　

民
子

菜
の
花
や
青
と
黄
色
を
パ
レ
ッ
ト
に	

細
井
か
ね
子

た
ん
ぽ
ぽ
の
つ
ぼ
み
確
か
め
庭
手
入
れ	

塚
本　

千
鶴

春
嵐
内
に
隠
り
て
俳
句
詠
む	

村
井
み
さ
を

不
忘
の
碑
除
幕
果
た
せ
ず
冬
に
逝
く	

中
尾　

節
也

ひ
ょ
っ
と
こ
と
お
か
め
目
交
は
す
里
神
楽　

古
川　

義
高

十
五
歳
棋
士
の
活
躍
春
の
雷	

古
川
三
惠
子

今
夜
と
て
ワ
イ
ン
飲
み
干
す
春
隣	

久
田　

笙
子

女
学
生
カ
ッ
カ
靴
音
冬
木
橋	

竹
内
三
千
彦

水
温
む
甕
の
底
よ
り
小
さ
き
泡	

杉
山　

和
美

春
袷
白
大
島
の
軽
さ
か
な	

平
野　

紀
江

特
急
も
運
休
さ
せ
し
春
一
番	

磯
村
美
耶
子

山
笑
ふ
家
一
軒
を
押
し
上
げ
て	

田
上　

義
則

庭
先
に
目
白
来
て
い
る
吉
事
か
な	

村
井　

範
子

遅
咲
き
の
梅
の
蕾
や
の
ほ
ほ
ん
と　

	

竹
内　

佳
香

寒
椿
硬
い
蕾
が
笑
い
だ
す	

日
比　

道
生

亀
鳴
い
て
小
川
の
清
き
流
れ
か
な	

山
中　

博
子

犬
山
城
し
ゃ
ち
ほ
こ
復
元
水
温
む	

浦
崎
ひ
と
み

一
枝
を
仏
花
に
回
す
桃
の
花	

林　
　

京
子

恒
例
の
白
線
流
し
春
を
呼
ぶ	

中
山　

洋
子

羽は

生ぶ

羽は

生に
ゅ
う

共
に
受
賞
の
春
嬉
し	

清
水
ド
ラ
吉

鼻
唄
に
合
わ
せ
て
刻
む
春
キ
ャ
ベ
ツ	

冨
田　

悦
子

陽
の
ゆ
る
み
喇
叭
水
仙
ぐ
ん
と
伸
び	

江
端　

久
恵

月
ヶ
瀬
の
梅
は
淋
し
き
三
分
咲
き	

杉
江　

タ
エ

い
ぬ
ふ
ぐ
り
春
光
の
ん
で
か
が
や
い
て	

中
村　

洋
子

と
そ
の
親（
二
人
一
組
）　

定
員　

三
十
五
組

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
・
託
児
あ

り
）　

参
加
費　

親
子
一
組　

三
千
三
百
円

（
十
五
回
分
・
託
児
希
望
の
方
は
別
に
一
人

四
千
五
百
円
）

▼
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
４『
キ
ッ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ク
ラ
ブ
』・
五
月
九
日
〜
七
月
十
八
日

の
水
曜
日　

全
十
回
コ
ー
ス
・
午
前
十
時
〜

同
十
一
時　

内
容　

親
子
が
遊
び
や
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
英
語
に
親
し
む
。　

講
師　

竹
本

マ
リ
ビ
ッ
ク
さ
ん　

対
象　

平
成
三
十
一

年
度
に
就
園
を
迎
え
る
子
ど
も
と
そ
の
親

（
二
人
一
組
）　

定
員　

十
組（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費　

一
組　

四
千
八
百
円

年
間
会
員
募
集

▼『
自
然
観
察
会
』・
①
四
月
二
十
八
日
②
六

月
十
六
日
③
六
月
三
十
日
④
九
月
八
日
⑤
十

月
六
日
⑥
三
十
一
年
二
月
九
日
の
各
土
曜
日

（
全
六
回
）　

②
の
み
午
後
七
時
〜
同
八
時

半
、そ
の
他
は
午
前
九
時
半
〜
同
十
一
時
半

　

内
容　

①
春
の
野
草
と
虫
の
観
察
②
佐
布

里
の
里
山
の
ホ
タ
ル
の
観
察
③
海
辺
の
生
き

物
の
観
察
④
水
田
や
水
路
の
生
き
物
の
観
察

⑤
キ
ノ
コ
の
観
察
⑥
冬
の
野
鳥
の
観
察　

講

師　

知
多
自
然
観
察
会
会
員　

対
象　

ど
な

た
で
も（
た
だ
し
、小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
）　

定
員　

四
十
名（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

参
加
費　

一
人　

九
百
円（
六

回
分
）　

申
込
み　

一
日（
日
）〜
十
日（
火
）

ま
で

▼『
星
の
観
察
会
』・
①
五
月
二
十
六
日
②
七

月
二
十
八
日
③
九
月
十
五
日
④
十
一
月
十
七

日
⑤
三
十
一
年
一
月
十
二
日
の
各
土
曜
日

（
全
五
回
）　

④
⑤
は
午
後
六
時
半
〜
同
八

時
、そ
の
他
は
午
後
七
時
〜
同
八
時
半　

内

容　

①
月
・
金
星
・
木
星
と
春
の
星
座
②
火

星
・
金
星
・
木
星
と
夏
の
星
座
③
月
・
木
星
・
土

星
と
夏
〜
秋
の
星
座
④
天
王
星
・
海
王
星
と

秋
の
星
座
⑤
天
王
星
・
海
王
星
と
冬
の
星
座
・

二
〇
一
九
年
の
天
文
現
象　

講
師　

ふ
く
ろ

う
の
会
会
員　

対
象　

ど
な
た
で
も（
た
だ

し
、小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

定
員　

四
十
名（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費　

一
人　

八
百
円（
五
回
分
）　

申
込

み　

一
日（
日
）〜
十
日（
火
）ま
で

▼
知
多
っ
子
体
験
ク
ラ
ブ
・
①
五
月
十
九

日
②
六
月
二
十
三
日
③
八
月
四
日
④
九
月

二
十
二
日
⑤
十
月
十
三
日
の
各
土
曜
日
と

⑥
三
十
一
年
二
月
十
日（
日
）の
全
六
回　

②

は
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
③
は
午
前
九

時
半
〜
午
後
一
時
⑥
は
午
前
十
時
〜
同
十
一

時
半
、そ
の
他
は
午
前
九
時
半
〜
正
午　

内

容　

①
陶
芸
教
室
②
光
る
ど
ろ
だ
ん
ご
作
り

体
験
・
施
設
見
学
③
知
多
メ
デ
ィ
ア
ス
ス
タ

ジ
オ
見
学
・
体
験
④
寺
子
屋
⑤
防
災
・
防
火
・

は
し
ご
車
体
験
⑥
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト　

講
師　

都
築
豊
さ
ん
、長
谷
川
実
彰
さ
ん
他

　

対
象　

小
学
三
年
生
〜
六
年
生　

定
員　

三
十
名（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

参
加
費　

一
人　

三
千
円（
材
料
費
・
交
通

費
・
入
館
料
含
む
）　

申
込
み　

一
日（
日
）〜

十
五（
日
）ま
で

四
月
の
催
し
物

▼
創
作
工
作
Ⅰ「
た
い
そ
う
人
形
」・
一
日

（
日
）〜
三
十
日（
月
・
休
）　

午
前
九
時
〜
午

後
四
時
半　

内
容　

木
片
を
使
っ
て
、鉄
棒

大
回
転
を
す
る
か
っ
こ
い
い
選
手
を
作
り
ま

す
。　

材
料
費　

一
個
六
十
円

▼
季
節
工
作
Ⅰ「
端
午
の
節
句
」・
一
日（
日
）

〜
三
十
日（
月
・
休
）　

午
前
九
時
〜
午
後
四

時
半　

内
容　

①
か
ぶ
と
②
こ
い
の
ぼ
り
を

作
り
、端
午
の
節
句
を
祝
い
ま
す
。　

材
料
費

　

各
一
個
百
五
十
円

▼
季
節
工
作
Ⅱ「
お
し
ゃ
れ
グ
ッ
ズ（
ぼ
う

し
）」・
一
日（
日
）〜
三
十
日（
月
・
休
）　

午
前

九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容　

春
の
季
節
を

感
じ
る
帽
子
を
作
り
ま
す
。　

材
料
費　

一

個
百
二
十
円

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ

ラ
ザ
）

▼BLOOM

チ
ェ
ン
シ
ィ
ー
い
づ
み
作
品
展
・

〜
九
日（
月
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

▼
伊
藤
雄
志
陶
展
・
十
三
日（
金
）〜
二
十
三

日（
月
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

▼
“cera

” vie,rendez-vous!

東
絵
理
・
鳥

居
あ
い
・
濱
比
嘉
詩
子
・
堀
江
ま
や
・
三
好
史

織
・
二
十
七
日（
金
）〜
五
月
七
日（
月
）　

午

前
九
時
〜
午
後
五
時
半

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
〜
三
日（
火
）　

午

前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
常
滑
陶
芸
会
作
品
展
・
十
二
日（
木
）〜

二
十
四
日（
火
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
遊
季
窯
展　

安
部
季
久
・
二
十
六
日（
木
）

〜
五
月
一
日（
火
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

◎
小
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
こ
な
め

　
（
常
滑
市
陶
磁
器
会
館
内
）

▼
丸
さ
ん
と
愉
快
な
仲
間
の
異
業
種
個
展
の

会
♯
３
・
〜
三
日（
火
）　

午
前
九
時
〜
午
後

五
時

▼
青
天
窯
グ
ル
ー
プ
展
・
五
日（
木
）〜
十
七

日（
火
）　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
イ
ン
テ
リ
ア
水
槽
展　

中
野
勝
旨
・
十
九

日（
木
）〜
二
十
四
日（
火
）　

午
前
九
時
〜
午

後
五
時

▼
ふ
だ
ん
使
い
の
器
展　

辻
正
博
・
二
十
六

日（
木
）〜
五
月
八
日（
火
）　

午
前
九
時
〜
午

後
五
時

◎
常
滑
屋

▼「
暮
ら
し
に
役
立
つ
骨
董
展
」夢
創
庫
・
〜

一
日（
日
）　

今
で
も
使
え
る
骨
董
の
器
や
茶

道
具
、現
代
作
家
の
作
品
等
…
。
掘
り
出
し

物
を
見
つ
け
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼「
春
の
サ
マ
サ
マ
展
」サ
マ
サ
マ
・
三
日

（
火
）〜
八
日（
日
）　

楽
し
く
個
性
的
な
お
洋

服
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。ぜ
ひ
、貴
女
の
一
着

を
探
し
に
来
て
く
だ
さ
い
！！
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

▼「
春
ま
つ
り
」・
七
日（
土
）、八
日（
日
）　

各

字
の
山
車
六
台
が
市
内
を
め
ぐ
り
ま
す
。
日

曜
の
お
昼
か
ら
は
常
滑
屋
の
前
に
門
付
け
し

ま
す
。

◎
方
円
館

▼
永
柳
光
生
陶
展
〜
茶
碗
・
置
物
〜
・
〜
十
一

日（
水
）

▼
二
宮
祐
子
親
子
染
展
・
十
三
日（
金
）〜

二
十
五
日（
水
）

▼
ユ
メ
モ
ノ
ガ
タ
リ2018

竹
内
淑
浩
・
文
子

二
人
展
・
二
十
七
日（
金
）〜
五
月
九
日（
水
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
春
の
お
は
な
し
会（
大
型
絵
本
・
紙
芝
居
・

手
遊
び
等
）・
二
十
二
日（
日
）　

午
前
十
一
時

～
同
十
一
時
半

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
五
、十
二
、十
九
、二
十
六

日
各（
木
）　

午
後
一
時
半
～
同
四
時
半　

問

合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

☎
０
９
０
―

８
４
２
２
―４
２
５
１（
鈴
木
）

▼
武
豊
自
然
観
察
会「
野
山
の
息
吹
に
触
れ

よ
う
！
」・
八
日（
日
）　

午
前
九
時
半
～　

小

雨
決
行　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

集

合
場
所　

別
曽
池
公
園
駐
車
場　

参
加
費　

五
十
円（
保
険
料
）　

問
合
せ　

知
多
自
然
観

察
会　

☎
０
８
０
―１
６
３
１
―０
４
１
３

（
畑
中
）　

※
申
込
み
不
要

▼
武
豊
山
野
草
友
の
会
春
の
展
示
会
・

二
十
一
日（
土
）　

午
前
九
時
半
～
午
後
四

時
、二
十
二
日（
日
）　

午
前
九
時
～
午
後
三

時
半　

▼
パ
ソ
コ
ン
あ
い
あ
い
広
場
・
二
十
一
日

（
土
）　

午
後
一
時
半
～
同
四
時　

問
合

せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
知
多
ネ
ッ
ト　

☎
０
９
０
―

２
６
１
２
―１
９
９
０（
田
中
）

◎
武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
教
室
＆
打
ち
上
げ

大
会「
大
空
杯
」・
二
十
一
日（
土
）　

午
前
九

時
半　

小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴　

講
師　

東
海
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
、日

油
㈱
社
員
さ
ん　

料
金　

二
千
百
円（
保
険

料
含
む
）ほ
か

▼
ゆ
め
プ
ラ
メ
イ
ト
総
会
二
〇
一
八
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン　

和
太
鼓
×
マ
リ
ン
バ　

Ｇ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ａ
ゆ
め
プ
ラ
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
・
二
十
八
日（
土
）　

午
後
三
時
開
演　

演

奏
曲　

Ｎ
・
Ｊ
シ
フ
コ
ヴ
ィ
チ
ィ
ッ
チ
／

「Lamento e danza barbara

」・
ク
ラ
シ
ッ

ク
メ
ド
レ
ー（
ジ
ュ
ピ
タ
ー
、Ｇ
線
上
の
ア
リ

ア
、第
九
）他　
　
　

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
春
季
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・
十
五
日

（
日
）　

午
前
九
時
～
午
後
三
時

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
半
田
星
空
観
察
会
・
七
日（
土
）　

午
後
七

時
半
～
同
九
時　

内
容　

そ
の
日
に
見
る
こ

と
の
で
き
る
天
体
を
観
察　

定
員　

六
十
名

（
ど
な
た
で
も
）　

参
加
費　

大
人　

三
百
円

　

小
人　

二
百
円　

要
予
約

▼
半
田
星
空
観
察
会
～
プ
レ
ミ
ア
ム
～
・

二
十
一
日（
土
）　

午
後
七
時
半
～
同
九
時　

内
容　

望
遠
鏡
の
操
作
か
ら
、そ
の
日
に
見

る
こ
と
の
で
き
る
天
体
を
観
察
し
ま
す　

参

加
費　

一
組
千
八
十
円　

定
員　

三
組（
家

族
・
友
人
）　

要
予
約

▼
デ
ス
カ
イ
ザ
ー
と
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
を
作
ろ
う
・
二
十
八
日（
土
）、五
月

三
日（
木
・
祝
）の
二
日
間　

午
前
九
時
半
～

午
後
四
時　

内
容　

ダ
ン
ボ
ー
ル
と
ガ
ム

テ
ー
プ
を
使
っ
て
全
身
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
作

り
ま
す　

定
員　

十
組（
小
学
四
年
生
～
大

人　

両
日
参
加
で
き
る
方
）　

参
加
費　

一

組
二
千
円　

要
予
約

▼KIDS

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム「
ほ
し
ぞ
ら
ど
う

ぶ
つ
え
ん
」・
四
月
・
五
月
の
毎
日
曜
日　

午

前
十
一
時
～　

内
容　

手
遊
び
や
季
節
の
歌

を
歌
い
な
が
ら
、プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
楽
し

み
ま
す　

第
三
日
曜
日
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
♪　

定
員　

二
百
名（
未
就
学
児
の

親
子
）　

参
加
費　

大
人　

三
百
円　

小
人

　

百
円（
三
歳
未
満
は
無
料
）　

要
予
約　
　

◎
長
尾
児
童
館

▼
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
ろ
う
・
二
十
九
日（
日
・
祝
）

　

午
後
一
時
半
～
同
三
時
半　

申
込
み
要

（
十
五
日
～
）

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う
・
二
十
二
日（
日
）

　

午
後
一
時
半
～
同
三
時　

申
込
不
要

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う
・

二
十
一
日（
土
）　

午
後
一
時
半
～
同
二
時
半

　

申
込
不
要

◎
碧
南
白
竹
木
材
白
竹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
蛙《Kaeru

》・
二
十
日（
金
）～
二
十
四
日

（
火
）　

内
容　

―
無
事
カ
エ
ル
、福
カ
エ
ル
、

初
心
に
カ
エ
ル
…
縁
起
物
と
し
て
も
知
ら
れ

る「
蛙
」。
絵
画
・
と
ん
ぼ
玉
・
陶
・
紙
文
具
・

切
り
折
り
紙
・
布
雑
貨
、羊
毛
フ
ェ
ル
ト

な
ど
の
作
家
に
よ
る
様
々
な
表
情
の

「
蛙
」が
揃
い
ま
す　

作
家　

柴
田
ま
さ

る（
碧
南
）、工
房
天
竜（
岡
崎
）、加
藤
勢

季
子（
常
滑
）、atelier juca

（
瀬
戸
）、か

え
で
と
し
お（
北
名
古
屋
）、猫
山
な
羊

（
幸
田
町
）、サ
バ
イ
デ
ィ
ー（
常
滑
）、ヤ

ム
シ
ス
ワ
ー
ク
ス（
山
梨
）、ア
ト
リ
エ

こ
ん
ぺ
い
糖（
福
井
県
）、ほ
ふ
も
ふ
工

房（
長
野
県
）、粘
土
屋
き
の
と
り（
長
野

県
）

　

冬
の
季
節
も
終
り
を
告
げ
る

頃
、
薄
黄
色
い
花
び
ら
を
、
せ

い
一
杯
広
げ
て
い
る
花
を
見
た
。

　

花
の
近
く
に
住
む
人
に
、
そ

の
名
を
聞
け
ば
、「
ロ
ウ
バ
イ
だ

ョ
」と
教
え
て
く
れ
る
。

　

早
速
、
家
で
図
鑑
を
開
け
ば
、

ソ
シ
ン
ロ
ウ
バ
イ
と
か
。
何
と

言
う
難
か
し
い
名
前
を
つ
け
た

の
か
と
、
思
い
悩
ん
で
し
ま
っ

た
が
、
ソ
シ
ン
の
ソ
と
は
、
漢

字
で
書
け
ば
素
で
、
色
素
、
素

材
、
素
質
、
素
養
、
等
々
と
な

っ
て
い
る
。
シ
ン
の
漢
字
は
芯

で
、
ま
ん
中
を
意
味
す
る
。
ロ

ウ
バ
イ
は
梅
の
花
に
似
た
ロ
ウ

細
工
の
様
な
花
を
意
味
す
る
が
、

老
梅
で
は
な
く
て
、
梅
の
花
に

似
た
薄
黄
色
で
、

ロ
ウ
細
工
の
よ
う

な
花
を
咲
か
せ
る

と
い
う
事
だ
と
か
。

　

ロ
ウ
バ
イ
の
花

の
大
き
さ
も
、
ソ

シ
ン
ロ
ウ
バ
イ
と

同
じ
く
ら
い
で

一
・
五
㌢
ほ
ど
。

ま
っ
盛
り
で
も
近

く
へ
寄
っ
て
み
な

い
と
わ
か
り
に
く

い
花
で
す
。

　

し
か
も
、
二
月

下
旬
か
三
月
上
旬

に
な
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
花
が
散
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
と
に
角
、
ロ
ウ
バ
イ
の

花
が
見
た
い
ナ
。
ソ
シ
ン
ロ
ウ

バ
イ
の
花
っ
て
、
そ
ん
な
に
可

愛
い
花
な
の
？
と
、
思
え
ば
思

う
ほ
ど
、
見
過
し
て
し
ま
い
そ

う
に
な
る
花
な
の
で
す
。

　

特
に
車
で
走
っ
た
り
す
れ
ば

「
こ
の
辺
に
、
あ
っ
た
よ
ナ
ー
」

と
思
え
ば
思
う
程
、
き
れ
い
で

可
愛
い
く
て
、
小
さ
い
花
な
ん

で
、
見
逃
す
こ
と
の
多
い
花
で
、

私
も
し
ば
し
ば
や
っ
て
ま
す
。

　

先
に
も
書
い
た
通
り
、
花
び

ら
の
大
き
さ
は
二
㌢
ほ
ど
で
小

さ
く
、
色
は
ロ
ウ
色
で
薄
黄
色
。

　

ソ
シ
ン
ロ
ウ
バ
イ
は
、
見
れ

ば
わ
か
る
通
り
、
中
心
部
が
無

地
と
言
う
か
、
白
色
で
、
花
び

ら
が
ロ
ウ
細
工
で
作
ら
れ
た
よ

う
な
、
薄
黄
色
を
し
て
い
る
と

い
う
の
で
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
ロ
ウ
バ
イ
は

梅
の
花
に
似
て
い
る
こ
と
は
ソ

シ
ン
ロ
ウ
バ
イ
と
同
じ
だ
が
、

内
側
の
花
び
ら
は
小
さ
く
暗
紫

色
で
、
外
側
の
花
び
ら
は
、
大

き
く
黄
色
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ロ
ウ
バ
イ
と
ソ
シ
ン
ロ
ウ
バ

イ
の
見
事
な
区
別
は
こ
れ
だ
ネ
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
四
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
一
三
）

原　
　
　
　

穣

知
多
の
動
植
物
雑
記（
三
五
五
）

原　
　
　
　

穣

　櫻井敬徳の哲学思想を紹介します。
　こう言われても、「櫻井敬徳って、だれ？」と思われる方がほとんどでしょう。ま
してこの人を知多の哲学者と言うと、「つくり話をするな」と言いたくなるかもしれ
ません。しかし櫻井敬徳は正真正銘の哲学者なのです。ただ彼を十分には研
究されておず埋もれているため、このような評価になっていると私は考えます。
　私が「櫻井敬徳の思想」を紹介しようとするのは、勿論、この埋もれている敬
徳像や敬徳の思想を明らかにする中で哲学者として我々の鑑になるような人で
した。しかし敬徳はそれに留まらず、この哲学者としての面を明らかにすること
で敬徳にふさわしい評価を確立したいと思ったからです。
　簡単に櫻井敬徳の経歴を示しておきましょう。
　生没年は（1834-1889）。出身地は常滑市西阿野。高讃寺と称名寺の寺子
屋で学び、天台宗の三井寺法明院の住職となる。円頓菩薩戒を身につけ大阿
闍梨となり、明治初頭の廃仏毀釈の嵐の中、町田久成やフェノロサや岡倉天
心を指導して日本仏教の法灯を守った。
　私はこの紹介運動を彼の生地常滑で「櫻井敬徳勉強会」を起こすことで始めま
した。理由は友人の松本泰さんの勧めがあったことが１つ。もう１つは、地元
での先行研究を哲学として受け継ぐことの大切さを感じたからに他なりません。
　櫻井敬徳については先に述べたように当時は全国的に殆ど知られていません
でした。しかし、地元では敬徳の末裔に当たる土井家の人々や有志によって研
究されていたのでした。私が敬徳を知るきっかけを作ってくれたのは同年の土
井敬君ですが彼は研究仲間の田中正さんからその情報を得、私に教えてくれた
のです。土井君は西阿野在住で地元の研究をされていました。地元の研究団
体が地元の偉人を研究し讃え受け継ぐ必要を感じた次第です。
　地元の研究は、土井家の末裔の渡辺澄子さんの『孫婆さんから聞いた話だ
けれど、本家からは偉い坊さんが出ていて三井寺から送られてきた遺品が沢山
残っているんだって。』この一声から始まったと言われます。
　その言葉に研究会のリーダー格であった岩田裕さんが反応しました。そして
当時の土井家の当主の土井知男さん（現当主は富雅氏）がこの事に協力してく
れ遺品の撮影と整理を進める一方、三井寺法明院に赴き、時の住職滋野敬淳
師（現住職は敬宣師）と面会をします。その時、敬淳師から町田久成筆の『敬
徳大和上略伝』とそれを要約した「櫻井敬徳」（『大津市志』所収）が手渡されます。
この事が研究にとって歴史的な転換を生み出すことになりました。
　『大津市志』には「西阿野村」が「西河野村」と書かれていました。地元では変
だなあと不思議に思ったそうです。西阿野がありもしない西河野にされていた
のです。それは大津市志側が翻刻を誤っただけでした。
　しかし「日本フェノロサ学会」の方は大変でした。櫻井敬徳の出身地は「西河
野村」と言うのに、「西河野村」は日本のどこにも存在しないのですから。『エッ！何
だって。こんなことありかよう。』研究は頓挫していたのでした。
　敬淳師と地元の研究者（岩田裕氏）の出会いがこの難問を簡単に解決しまし
た。「西河野村」は誤読で、「西阿野村」と読まなければでなければならないことを
即刻に判明させたからです。これが歴史的転換の始まりとなります。この続きは
次号で。

　

僕
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
。
休

日
は
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
か
ら
１
日
が
始
ま

る
。
２
時
間
、
サ
ッ
カ
ー
し
て
い
る
ん
だ
。

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
時
の
格
好
は
５
才
に
し

て
一
人
前
だ
よ
。
み
ん
な
か
ら
「
カ
ッ
コ

い
い
ね
」
と
褒
め
ら
れ
て
、
僕
は
得
意
気

さ
。
格
好
だ
け
は
…
（
笑
）
。
毎
回
、
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
て
い
る
よ
。
今
日
も
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
た
よ
。
僕
の
シ
ュ
ー
ト
す
る
姿
、

カ
ッ
コ
い
い
よ
。
今
度
、
一
度
見
に
来
て

よ
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
練
習
が
終
わ
っ
た
ら
、
野

球
盤
の
ゲ
ー
ム
で
サ
ッ
カ
ー
の
疲
れ
を
癒

す
こ
と
に
し
て
い
る
ん
だ
。
日
本
選
抜

チ
ー
ム
V
S
僕
率
い
る
い
と
こ
チ
ー
ム
。

何
だ
か
訳
の
わ
か
ら
な
い
チ
ー
ム
だ
け
れ

ど
、
僕
率
い
る
い
と
こ
チ
ー
ム
は
何
故
か

日
本
選
抜
チ
ー
ム
に
勝
っ
て
し
ま
う
。
僕
率

い
る
い
と
こ
チ
ー
ム
は
、
よ
く
満
塁
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
つ
ん
だ
よ
。

　

今
日
か
ら
幼
稚
園
は
春
休
み
。
あ
と
１
年

間
幼
稚
園
に
通
っ
た
ら
、
僕
は
小
学
１
年
生

に
な
る
ん
だ
よ
。
明
日
は
映
画
館
で
ド
ラ
え

も
ん
を
観
る
ん
だ
。
楽
し
み
だ
な
あ
。
ド
ラ

え
も
ん
の
ど
こ
で
も
ド
ア
が
あ
っ
た
ら
、
僕

は
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
な
ぁ
ー
。
ア
メ
リ

カ
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
試
合
を
観
戦
し
た

い
。
日
本
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
に
挑
戦

し
た
選
手
を
応
援
し
た
い
。
そ
し
て
、
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
と
一
緒
に
し
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
し
た
い
な
ぁ
ー
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
は
カ
ッ
コ
い
い
か
ら
、
僕
も
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
に
な
り
た
い
な
ぁ
ー
。
ご
飯
を
た

く
さ
ん
食
べ
て
筋
肉
モ
リ
モ
リ
（
笑
）
、
大
き

く
な
っ
て
、
お
勉
強
も
た
く
さ
ん
し
て
、
大

き
く
な
る
っ
て
大
変
だ
な
ぁ
ー
。
お
勉
強
も

し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。
今
の
ま
ま
、

お
絵
描
き
と
ぬ
り
絵
を
ず
っ
ー
と
し
て
い
た

い
な
ぁ
ー
。
僕
の
本
音
は
ず
っ
ー
と
５
才
で

い
た
い
な
ぁ
ー
。
ド
ラ
え
も
ん
に
ず
っ
ー
と

５
才
で
い
ら
れ
る
魔
法
を
か
け
て
も
ら
え
た

ら
い
い
な
ぁ
ー
と
、
思
う
時
も
あ
る
ん
だ
。

ド
ラ
え
も
ん
に
大
人
に
な
る
っ
て
楽
し
い
？

と
聞
い
た
ら
、
何
て
返
事
を
し
て
く
れ
る
か

な
ぁ
ー
。
楽
し
い
よ
！！
っ
て
答
え
て
く
れ
る

か
な
？
明
日
、
映
画
館
で
ド
ラ
え
も
ん
に
聞

い
て
み
よ
う
（
D
）

ソシンロウバイとロウバイ（左下）
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太（5才）　夏
な　ほ

歩（3才）　晴
はる　き

季（7才）　紗
さ　よ

代（1才）　常滑市井戸田町石垣春
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陽（11ヶ月）　刈谷市半城土

TEL (0569)73-6341
知多郡武豊町二ツ峯380

FAX (0569)72-6741

（有）

中根由美子
中根　啓　  作品展

春夏のワンピース、オーバーオール、Tシャツなど。
久しぶりに手がき染めもしました。
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